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認知カウンセリングの経験が大学生の 
個別学習支援の力量に及ぼす影響（２） 

―学部１年生における変化― 

○岡 直樹（広島大学大学院） 田中紗枝子（徳島文理大学） 

 福屋いずみ（広島大学大学院） 細川 真（吉野川市立鴨島小学校） 
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問   題 

 広島大学では，学習に苦手意識がある児童・生

徒を対象に，教職を志望する学生が認知カウンセ

リングの手法を用いて個別の学習支援活動を行っ

ている。認知カウンセリングとは，認知的な問題

のある学習者に対して，その原因を探り，解決の

支援を与える方法である（市川，1993）。本研究で

は，初めて本活動に参加した学部１年生が，子ど

もをどのように理解し，支援しようとしているか，

また活動を通してその子ども理解がどのように変

化するかについて検討した。 

方   法 

 調査方法 学習支援活動に参加している学生に

対して調査を実施した。調査は，学習支援活動の

開始前（2015年５月）と終了後（2015年８月）の

２回実施した。参加者は開始前24名（平均年齢

18.29歳），終了後33名（平均年齢18.42歳）であっ

た。 

 質問紙 質問紙は，「子ども理解」，「支援時の留

意点」，「観察時の留意点」，「次回の準備での留意

点」の４つの内容から構成された。回答は自由記

述であった。 

結果と考察 

 KHcoder（樋口，2014）を用いて，質問項目ごと

に活動開始前，終了後の回答の比較を行った。

Table 1にそれぞれの調査時期，質問項目において

特徴的な単語を示した。 

 子ども理解については，活動開始前は「楽しい」，

「知る」等の単語が多く，「楽しいことを知ってほ

しい，感じてほしい」等の回答が見られた。一方，

終了後は「自分」という単語の出現回数が多く，

「自分で解ける」等の回答が見られた。このこと

から本活動に初めて参加した学生は，最初は子ど

もの勉強に対する動機づけの改善に注目している

が，本活動を通して動機づけだけでなく，自立し

た学習者の育成を意識するように変化したことが

明らかとなった。 

 また，学習支援時の留意点についても，開始前

は「（子どもが問題を）解いている際に話しかけな

い」，「子どもの目を見る」等の回答が多かった。

一方，終了後は子どもの「解き方」や「集中力が

維持できているかどうか」等が多く見られ，子ど

もの認知的な活動を評価するために着目すべき点

についてより具体的に書かれていた。このことか

ら，本活動を通して，子どもの個別支援に必要な

力量が形成されているといえよう。 

引 用 文 献 

樋口耕一 (2014). 社会調査のための計量テキス

ト分析 ナカニシヤ出版 

市川伸一 (1993). 学習を支える認知カウンセリ

ング ブレーン出版 

（本研究は平成27年度広島大学教育学研究科研究科長裁量

経費の補助を得て行われた） 

Table 1 活動開始前・終了後の各質問の回答で見られた特徴的な単語 

 

 
算数 .118 勉強 .148 気 .040 子ども .172 子ども .244 観察 .161 支援 .126 子ども .193
楽しい .076 問題 .088 解く .036 維持 .069 見る .080 気 .054 考える .095 教材 .065
知る .059 子ども .083 見る .036 集中 .066 Co .058 観点 .034 次回 .068 内容 .056
学ぶ .046 学習 .078 目 .032 説明 .060 集中 .049 近づく .034 理解 .042 問題 .041
考える .040 自分 .068 問題 .032 勉強 .046 邪魔 .039 圧迫 .030 気 .029 自分 .037
感じる .040 好き .059 話す .032 Co .029 静か .035 切らす .030 反省 .028 準備 .032
身 .039 解ける .057 思う .028 解き方 .029 立つ .031 与える .025 確認 .028 方法 .028
力 .033 苦手 .057 答え .024 対応 .025 勉強 .025 対応 .021 対応 .028 予想 .028
思える .033 積極 .051 自分 .024 声 .018 様子 .020 方法 .017 教える .022 やる気 .023
無くす .027 活動 .050 聞く .024 話 .018 後ろ .020 話しかける .017 把握 .021 上手い .023

開始前 終了後 開始前

(Co: カウンセラー　　表中の数値はJaccard係数を示す)

4. 次回の準備での留意点

終了後 開始前 終了後 開始前 終了後

1. 子ども理解 2. 学習支援時の留意点 3. 観察時の留意点
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